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いことが、体色異常魚の抑制のための最低必要条

件です。また初期餌料であるワムシの活力を高

め、栄養強化に用いることも重要な要素です。

平成13年までは、かなり改善された飼育環境下

においても無眼側の黒化を完全に防ぐには至って

いませんでした。次回は茨城方式による飼育試験

の結果とその種苗の評価について紹介したいと思

います。
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青森県水産総合研究センター
増養殖研究所公開デー

増養殖研究所の公開デーが９月21日（日）に平内町夜越山森林公園で開催されました。

昨年に引き続き「ほたての祭典2003」に参加する形で同会場の一角に、当所の研究

内容を伝えるパネルの展示や、ホームページのデモ、ホタテガイの浮遊幼生を観察で

きる顕微鏡、ホタテ養殖資材を展示しました。さらに昨年子供たちに人気のタッチ

コーナーとして、生きたヒトデやサザエ・ウニ・ナマコ・ホヤが入った水槽を用意し

ました。ホタテガイ重量当てクイズを企画しました。このほか来場者への記念品とし

て、当所の要覧や仕事の内容を分かり易く伝える特製の下敷き、ホタテ稚貝の殻を入

れた小袋、アンケート用紙を準備しました。

来場者はおよそ三千名に達し、対応に追われ忙しかった反面、漁業者以外日頃接す

る機会が少ない一般県民の方々からの質問、ホタテガイや魚の生態・陸奥湾の特性、

等に答える中で日常取り組んでいる仕事に向かう新たな熱意を奮い立たせられる一日

となりました。アンケートを通じて寄せられた要望は次回の開催に活かせるようにす

るとともに、漁業者や県民にとってより身近な研究機関となるよう一層の努力を誓っ

たところです。（公開デー実行委員会）

ホタテガイ重量当てクイズの正解と当選者

正　　解：2,165ｇ（活ホタテガイ10枚）

応募者数：897名

当 選 者：１等 福士博司（2,163ｇ）、２等 斉藤さなえ（2,160ｇ）、３等　吉

井誠（2,160ｇ）、残念賞 沼村久美子（2,156ｇ）、久保田忠雄、村

舘一成、川村繁男、吉田実来、村上睦雄、米谷智憲、大西公紀、上

野智弥、櫻田遥加（2,130ｇ）

注：２等と３等は抽選により決定しました。


